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令和３年第11回島田市教育委員会定例会会議録 

日 時 令和３年11月25日(木)午後２時00分～午後４時27分 

会 場 島田市役所 第３委員会室南 

出席者 濱田和彦教育長、原喜恵子委員、磯貝隆啓委員、柳川真佐明委員 

髙杉陽子委員 

 

欠席者  

傍聴人 ０人 

説明のための出席者 中野教育部長、鈴木教育総務課長、村田学校教育課長、天野学校給食課

長、小林社会教育課長、又平博物館課長、天野スポーツ振興課長、岩本

図書館課長 

会期及び会議時間 令和３年11月25日(木) 午後２時00分～午後４時27分 

  

会議録署名人 髙杉委員、原委員 

  

教育部長報告  

  

事務事業報告 教育総務課長、学校教育課長、学校給食課長、社会教育課長、博物館課

長、スポーツ振興課長、図書館課長 

 

付議事項 

 

(1)島田市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制

定について 

(2)特別支援学級の増設に関する通学区域の設定について 

協議事項 (1)令和４年度島田市の教育方針について 

(2)教育委員会に関する事務の点検・評価について 

協議事項の集約  

 

報告事項 (1)令和３年10月分の寄附受納について(教育総務課分) 

(2)令和３年10月分の生徒指導について 

(3)学校給食における異物混入について 

(4)令和３年10月分の寄附受納について(図書館課分) 

(5)島田市子ども読書活動推進計画(第四次)(案)について 

会議日程について ・次回 島田市教育委員会定例会 

 令和３年12月23日(木)午後２時00分～ 

 プラザおおるり 第３多目的室 

・次々回 島田市教育委員会定例会 

 令和４年１月28日(金)午後２時00分～ 

  プラザおおるり 第１多目的室 
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 開  会   午後２時00分 

 

教育長 時間が来たようですから、会議を始めたいと思います。最初に、会議

進行上のお願いをします。 

発言は全員着席のままお願いいたします。発言する場合は、指名され

た方以外は自分の委員名または職名を告げてから、発言をお願いした

いと思います。 

なお、付議事項は、１件ずつ採決とします。 

それでは、ただいまから、令和３年第11回教育委員会定例会を開催い

たします。 

最初に会期の決定ですが、会期は、本日令和３年11月25日の１日とし

ます。 

次に、会議録署名人の指名ですが、会議録署名人は、髙杉委員と原委

員にお願いをいたします。 

 議 事 

 部長報告 

教育長 それでは、部長報告に移りたいと思いますが、部長報告はあります

か。 

教育部長 今回、特に報告事項はございません。 

教育長 分かりました。特にないようですから、次に進みます。 

 事務事業報告 

教育長 それでは、事務事業報告に移ります。 

補足説明のある課は、説明をお願いします。 

教育総務課長 それでは、１ページをお開きください。 

まず、実施からですが、11月５日に第３回外部評価委員会を実施して

おります。ここでは、教育委員の皆様方と外部評価委員により、教育委

員会活動についての説明を含めた話し合いをしていただきました。 

次に、予定になります。 

12月10日、14日両日ですが、第４回及び第５回の外部評価委員会を予

定しております。ここでは、部内各課の事務事業について説明の上、外

部評価委員に事業評価をしていただくことになります。 

戻りますが、12月９日に、第５回の初倉地区小中学校再編方針検討委

員会を、計画しております。この委員会では、アンケート結果及び委員

の皆様にお示ししてあります、再編のパターンに基づきます、各団体等

から聴取していただきました御意見を基に、提言の作成に向けての議

論をしていただくことを予定しております。 

学校教育課長 ２ページ、３ページを御覧ください。 

まず、実施ですが、昨年と同様に、この時期コロナ感染症が少なくな

り、学校行事等をいろんなところで行っております。 
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修学旅行、文化発表会、そうした内容が多くありますが、特に、中学

校では、京都、奈良に行くことができるようになりました。また、小学

校でも、三重県、山梨県などで宿泊ができるようになりました。 

予定です。 

引き続いて、修学旅行等が行われる中、11月30日、12月２日には、モ

ンゴルナラン外国語学校とのオンライン交流授業を行います。第一中

学校では、英語の学習を予定しております。ほか、サタデーオープンス

クールは、予定どおり行われます。 

学校給食課長 

 

まず、10月29日金曜日の相賀小学校の給食におきまして、異物混入が

ありました。委員の皆様には御迷惑をおかけし、また、お騒がせしまし

たこと、改めておわび申し上げます。これにつきましては、報告事項で

報告をさせていただきます。 

事務事業の補足は、ございません。 

社会教育課長 まず、人数の追記と修正を、説明させていただきます。７ページから

御覧ください。 

11月10日の「スイ・水・数学」については、⑮のところですけれども、

３人になります。 

続きまして、次のページ、８ページを御覧ください。 

11月17日のフレンズクラブについては、参加者は20人になります。２

つ下の金谷公民館指定管理者制度説明会は、49人とありますが、こちら

は40人に訂正をお願いします。 

それから、11月18日の金谷宿大学成果発表会担当者会は、11人になり

ます。その下の金谷宿大学30周年記念事業準備委員会は、10人になりま

す。その下の「リラックス ヨガ」については、８人になります。その

２つ下の初倉西部ふれあいセンターの「楽しいパンづくり」は、11人に

なります。 

次のページの９ページですけれども、上から「ワンバウンドふらば～

るバレー」が12人になります。その下の島田市民文化祭展示部門第３期

は903人になります。その下、初倉公民館高齢者学級が、68人になりま

す。その下のロビーコンサートですが、115人になります。その下の六

合子どもチャレンジクラブが66人です。その下の育成支援センターの

表彰式は12人になります。 

その下の北部ふれあいセンターの工作教室については、削除をお願

いします。 

その下の北部ふれあいセンターの子供クッキングは、５人になりま

す。その下のロビーコンサートは、130人になります。その下の吟詠剣

詩舞のつどいは、247人になります。 

その下ですが、11月22日とありますが、こちらは天候不順のため延期

となりましたので、11月26日金曜日に修正をお願いします。参加予定者
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は、10人になります。 

その下、11月23日、洋楽のつどいは、262人になります。11月24日の

フレンズクラブは、19人になります。 

12ページを御覧ください。 

12月９日の初倉西部ふれあいセンターのケーキづくりは、受講予定

が12人になります。それから、こちらのほう日付が翌日の10日金曜日に

なりますので、訂正をお願いします。 

続きまして、14ページの一番下になりますが、コンニャクづくりにな

ります、予定人数が12人になります。 

それでは、実施事業の説明させていただきます。５ページにお戻りく

ださい。 

11月２日の芸術文化奨励賞授与式ですけれども、三味線奏者の大塚

晴也さんに奨励賞の授与を行いました。委員にも御出席いただきまし

てありがとうございました。当日は、三味線の演奏もしていただくこと

ができまして、華やかな授賞式となりました。 

その次の日の11月３日には、延期となっておりました、文化協会主催

の郷土の芸能を観る会が開催されまして、晴也さんのコンサートが執

り行われました。 

続いて、８ページを御覧ください。一番上になります。 

社会教育講座の「Ｚｏｏｍを活用してオンライン講座を開くコツ」で

すけれども、募集は15人でしたが、それを上回る申し込みがありまし

て、Ｗｅｂ活用の関心の高さがうかがえる講座となりました。講師の指

導と職員のサポートの下で、実際にパソコンを操作しての実践講座と

なりました。アンケート結果も分かりやすかったという回答が、多く見

られました。 

それから、11月17日の金谷公民館指定管理者制度説明会ですけれど

も、こちらも募集が25人のところ40人の参加があり、関心の高さがうか

がわれました。質疑応答では、指定管理者になった事業者の実績を聞か

せてほしいですとか、あと、事業者から具体的な計画が提示された時点

で、再度説明会を行ってほしいというような質問とか御意見がありま

して、それぞれ回答させていただきました。 

私からは、公民館の運営に必要な経費は、市で全てお支払いをするの

で、基本的には料金とか使用方法などは、これまでどおりであり、利用

者の皆様の利用に大きな影響は、出ない旨を説明させていただきまし

た。 

それから、９ページになります。11月20日の青少年育成支援センター

運営協議会表彰式になります。今年度も新型コロナウイルス感染症拡

大防止のために、明るいまちづくり市民大会を中止させていただきま

して、青少年育成支援センター運営協議会の表彰式のみをとり行わせ
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ていただきました。１個人と２団体を表彰させていただきましたが、個

人については、園田 穣様で、長年補導員や運営協議会の副会長などを

務めていただいた方となります。団体については、大津小昔の遊びクラ

ブと、元島田見守り隊となりますが、どちらも長年見守りや学校のクラ

ブ活動など、青少年の健全育成に努めていただいた団体となります。詳

細については、年度末に発行する青少年育成市民だよりに掲載をさせ

ていただきますので、また、その際に御覧いただければと思います。 

続いて、予定事業の補足をさせていただきます。10ページを御覧くだ

さい。 

11月28日日曜日、島田市民文化祭表彰式をとり行わせていただきま

す。今年もコロナ禍にもかかわらず、たくさんの力作が応募されたと聞

いております。市長賞とか、教育長賞、実行委員長賞等の表彰させてい

ただきます。 

博物館課長 それでは、15ページを御覧ください。 

初めに修正と人数の追記をお願いします。 

15ページ一番下の段、11月28日日曜日、おもちゃ病院とありますが、

これについては、予定になりますのでよろしくお願いします。 

次に、人数の追記ですが、11月13日、「消しゴムはんこでオリジナル

バックを作ろう」は、参加者20人。その下のしまはくワークショップは、

参加者26人。その下、諏訪原城講演会は、参加者77人。その下、日本刀

鑑賞初心者講座は、参加者12人。その下、諏訪原城応援隊イベントは、

78人となります。 

それでは、補足説明をいたします。 

11月３日、文化の日に開催しました、しまはくオータムフェアでござ

いますが、この日は博物館の無料開放と、川越街道ではお囃子やヨーヨ

ー釣りなどを行いました。本館へは686人、分館へは695人、合わせて

1,381人の方が来館いただきまして、多くの方に楽しんでいただきまし

た。 

次に11月20日土曜日の諏訪原城講演会ですが、諏訪原城跡整備委員

会委員長である小和田哲男先生に講師をお願いしました。小和田先生

はＮＨＫ大河ドラマでも時代考証を担当する戦国時代史の第一人者で

ございます。当日は「諏訪原城を駆け抜けた武将たち」と題し、武田、

徳川の諏訪原城での戦いを、文献などを参考に分かりやすく講演して

いただきました。 

次に、11月21日日曜日、諏訪原城応援隊イベントでございます。「春

風亭昇太師匠と巡る諏訪原城見どころポイントツアー」を実施いたし

ました。落語家であり山城研究をしている春風亭昇太師匠と諏訪原城

跡整備委員であり、日本城郭協会理事の加藤理文先生、島田市出身、フ

リーアナウンサー片川乃里子さん、この３人の諏訪原城応援隊が、諏訪
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原城の機能について、城を攻める側の立場や守る側の立場になって、詳

しく解説をいたしました。参加者からは、一人で見るのと解説を聞いて

見学するのでは、全く見方が違いましたと、諏訪原城の防備のすごさを

改めて分かったなどと感想をいただきました。 

次に、16ページの予定でございます。 

12月４日土曜日から、分館において海野光弘展を開催いたします。皆

様のお手元にチラシを配布させていただきましたので、また機会があ

れば、御覧になっていただければと思います。 

スポーツ振興課長 17ページと18ページになります。 

まず、実施の人数の追記をお願いします。 

11月９日が、13人、11月10日トランポウォークが、13人です。その下、

11月11日「ワンバウンドふらば～る」が、13人。その下、17日がトラン

ポウォークで12人です。その下の市町対抗駅伝コース見学会が５人。一

番下が、14人でございます。 

18ページを御覧ください。予定の補足になります。 

一番上、本日ですが今日の夜、市町対抗駅伝代表選手団結団式がござ

います。それで、12月４日が大会当日ということになります。無観客開

催ということでございますので、もし、よろしければテレビで、応援を

お願いしたいと思います。 

次に12月８日で、市内学校体育館・ナイターの施設予約関係の代表者

会議を予定しております。 

これは今年度予約システムが導入されたことを受けて、初めてそれ

ぞれの施設の代表者にお集まりいただいて、御意見を聞かせていただ

いたり、意見を交換するという場でございます。 

図書館課長 それでは、事項の訂正と追加及び人数の追記をお願いいたします。ま

ず、22ページをお開きください。 

真ん中の11月25日から１月16日までのひみつカードですが、曜日の

ところが、木、火となっておりますけれども、正しくは、木、日となり

ますので、訂正をお願いいたします。 

続いて、追加をお願いいたします。21ページでございます。 

こちらは、何も入っていませんけれど、まず、11月18日から12月16日

まで、曜日は木曜日から木曜日となります。事項については、金谷図書

館蔵書紹介コーナー設置でございます。場所については、金谷小学校に

なります。次に、11月24日から12月22日、曜日については、水曜から水

曜でございます。事項は、同じく金谷図書館蔵書紹介コーナー設置とな

ります。こちらは、場所が、五和小学校、金谷中学校となります。 

申し訳ございませんが、予定の欄にも、同じように追記をお願いした

いと思います。 

次に、22ページ、下から４番目でございます。12月３日、本の修理ボ
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ランティア講座③、追加をお願いいたします。場所はおび・りあになり

ます。参加人数はまだ未定でございます。 

次に、23ページです。12月８日から12月22日、曜日でいいますと水曜

から水曜日、事項につきましては、川根図書館蔵書紹介コーナー設置で

ございます。場所は川根中学校です。 

同じく12月20日、月曜日でございます。事項はふわり親子で図書館利

用体験でございます。場所は島田図書館でございます。 

続きまして、人数の追記をお願いいたします。 

21ページに戻っていただきまして、上から３番目、11月16日のおはな

し宅配便は、参加者25人でございます。その下の第一小学校施設見学、

参加者92人でございます。その下のおはなし宅配便は、参加者26人でご

ざいます。その２つ下のぬいぐるみの図書館おとまり会、参加者10組で

お願いいたします。 

それでは、概要の補足をさせていただきます。まず、19ページにお戻

りください、実施でございます。 

３番目の10月30日、金谷図書館で開催いたしました、おはなしマラソ

ン①です。これは読書週間のイベントとして、次の20ページの11月６

日、おはなしマラソン②のおび・りあ会場と、両会場で開催させていた

だきました。コロナ禍で会場を、広い場所に移し開催しましたが、金谷

では198人、島田では233人、延べ421人の保護者と子供が参加してくれ

ました。昨年度は両会場を合わせまして、259人だったので、コロナ禍

でもおはなし会を聞きたいというお子さんの声が、大きいということ

を再確認させていただきました。 

次に、21ページでございます。11月13日に開催しました、川根図書館

の本の無料配布です。こちらは397冊の配布で、昨年度の396冊と、ほぼ

変わっておりませんでした。 

次に、先ほど追加した、11月28日から金谷図書館蔵書紹介コーナーの

設置について、御説明をさせていただきます。 

金谷小学校、五和小学校、金谷中学校の学校図書館に金谷図書館所蔵

の児童生徒に人気のある本や、冬休みに役立つ本を団体貸し出しさせ

ていただきまして、また、お勧め本のリストなどを置かせていただきま

して、冬休みに市立図書館へ来ていただこうということで企画したも

のです。 

次に、予定です。22ページを御覧ください。 

真ん中の11月28日、こちらの本・雑誌の無料配布、金谷図書館のもの

を金谷公民館で開催します。今回も感染防止対策を行い、会場も広い金

谷公民館の集会室を使わせていただきます。今回は4,700冊の配布を予

定しています。 

次に、23ページで、先ほど追加していただきました、12月20日に開催
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する、ふわり親子で図書館利用体験です。こちらは、新規事業でして、

図書館の休館日に子供発達支援センター、通称ふわりに通っているお

子さんに、親子で図書館を楽しんでいただくというような企画でござ

います。 

教育長 報告事項は終わりました、委員の皆様から何か御質問、御意見があり

ましたらお願いします、いかがでしょうか。 

Ｂ委員 学校教育課に、お尋ねしたいと思います。 

修学旅行、体育祭、運動会等が、無事にいろんなところで実施されて

いて、本当によかったなと思っています。これからも、12月もそういう

ことがあるようなのですが、これまで入った報告の中で、何かトピック

スみたいなものがあったら教えてほしいと思います。特に、コロナ関係

で気をつけたほうがよかったのかなとか、あるいは団体行動などで何

かありましたらお願いします。 

学校教育課長 特に気をつけることやリスクにかかわるようなことについての報告

はありませんでした。例えば、島田二中が修学旅行で京都、奈良に行っ

たところでは、京都、奈良は観光客や修学旅行生が少ないので、寺社等

をめぐるにあたっても、非常に空いていてよかったということは聞い

ております。 

それから、小学校の運動会等については、コロナのことも少し解消さ

れたということで、昨年度は学年別といった開催だったところが、全校

で気をつけながらも開催することもできたということでありました。

ただ、11月24日の初倉南小の運動会にありますように、大分涼しくなっ

てきているので、熱中症をあまり注意しなくてもよかったという点は

ありました。 

教育長 よろしいでしょうか、ほかはどうでしょうか。 

Ｃ委員 博物館課、お願いします。今年、諏訪原城の関係でいろんなイベント

をされて出席者も多くて、本当に充実した事業を、進めていただいてい

るように思います。 

お聞きしたいのが、市が担当してやっているわけではないのですが、

整備事業をクラウドファンディングということでやられているじゃな

いですか、そちらのクラウドファンディングの状況で、何か情報をお持

ちでしょうか。 

博物館課長 今年度のクラウドファンディングの事業については、観光協会が主

体となってやっていただきました。内容については、諏訪原城から見る

眺望の確保、要は支障木の伐採の関係で寄附を求めさせていただきま

した。目標金額を200万円に設定しまして、集まったお金は約150万円で

ございました。 

実施期間の４月から９月末までの６カ月間でやらせていただきまし

て、既に木は伐採されております。今までよりは眺望が確保されて、金
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谷の町並みから大井川、島田市の町並みが見えております。もう一つ、

木を切ったことによってその切った木の下のところに堀があり、それ

が明確に見えるようになったということで、眺望のほかにそういった

城の機能も見えるようになったということで、整備員の皆様とか、見学

者の方々も大変喜んでいただき、この間の21日の諏訪原城イベントで

も、そういったことを紹介させていただきました。 

教育長 よろしいですか。 

私も見学したのですが、横堀もかなり立派なものでした。東側と南側

がかなりはっきり分かりました。もう一ついいのは、富士山がすごく見

えるようになったということも、大きなメリット、魅力になったのでは

ないかなと思いました。 

ほかは、どうでしょうか。 

Ｄ委員 博物館課にお礼申し上げます。小和田さんの講演会に参加させてい

ただきました、ありがとうございました。 

コロナの対応もすごい万全にやってくださっていて、それから参加

者も抽せんで選ばれた方たちで、住所もきちんと書いてくださって、受

付で何かあったときには連絡させていただきますという一言で、きち

んとこれからの対応についても示してくださって、ありがたいなと思

いました。講演会中も、途中換気でドアを２カ所開けるというような作

業もしてくださっていて、本当にコロナのほうは対応してくださって

いたなと思います。 

小和田先生については、大変人気があって、多分本当はもっと倍以上

の人の申込があったのではないかと思うのですけれども、こういうす

ばらしい講師の方を招かれるということが、島田市の財産だなという

ふうに思います。コロナが収まったら、大勢の方が参加できるような試

みをいっぱいやっていただけたらありがたいなと思いました。 

諏訪原城については、前にオリジナルの御朱印を欲しいなと思って

行ったら、もう売り切れていてなかったのですよ。すごい諏訪原城は山

城で人気があって、城郭の本にも諏訪原城が取り上げられていて。 

 丸馬だしの大きさなんかも、日本で一番大きいぐらいだというふう

に位置づけられていて、もっている価値がすごく高いお城だと思いま

す。ぜひ、ファンの方も大勢いらっしゃるので、上手にそういう人たち

を満足していただけるような企画を、また出していただけたらありが

たいなと思います。ありがとうございました。 

博物館課長 ありがとうございます。小和田先生の講演会については、やはり応募

者が倍以上ありまして、抽せんということで、外れた方には大変申し訳

なく思っています。２年後のＮＨＫの大河ドラマで「どうする家康」と

いうことが決まっております。それに関して、また、諏訪原城が関連し

てくると期待しておりますので、２年後には、小和田先生に、また講演
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していただくようなことも検討しております。その際には、コロナも収

まって、大勢の方に聞いていただければと思っております。 

あと、この間の整備も整備計画に基づいて行い、城の機能が分かるよ

うな整備をし、来場者に満足していただけるようにと思っております

ので、引き続きよろしくお願いします。 

教育長 ありがとうございました。 

ほかは、どうでしょうか。 

Ａ委員 今月は、社会教育課などは特に講座数や参加人数が増えて、コロナが

収まって、このような状況というのをありがたく思いました。 

私も、「Ｚｏｏｍを活用してオンライン講座を開くコツ」という講座

に参加させていただきました。出席者全員でＷｉ－Ｆｉにつないで、最

近の講座だなというふうに思って大変勉強になりました。何かに使っ

ていけるといいなと思います。 

図書館課で、展示コーナーの中に金谷中学校総合文化部展というの

がありましたが、先日アピタで、税に関する作品の展示を見たのですけ

れども、最近子供の学校に保護者が入ることがないので、本当に展示の

ありがたさを知ったというか、子供たちや同級生がどんな作品をつく

っているのかというのを久しぶりに見て、とてもうれしく感じました。

昔はアピタに父の日、母の日の絵を見に行ったり、おおるりに各小学校

の優秀な作品が飾られているのに行きましたけれども、そういう展示

の機会があれば、いろんなところでやっていただきたいなと思いまし

た。 

それから、ふわりの親子で図書館利用体験というのが、藤枝市かな、

新聞とかでもよく載っていたので、そういう他市の情報など、いいとこ

ろをまた吸収するようよろしくお願いします。 

Ｂ委員 博物館課にお尋ねしたいと思います。小和田先生の諏訪原城のお話

が、先ほど来あるのですけれども。土・日本当に仕事が入って行けなく

て、残念だったなと思っていました。 

11月４日の出前講座相良高校でやった生徒の反応をお聞きしたいと

思います。島田市周辺の戦争遺跡についてということだったのですけ

れども、いかがだったでしょうか。 

博物館課長 ありがとうございます。11月４日の出前講座については、相良高校の

２年生を対象としてやらせていただきました。学芸員が出向いて、島田

の戦争遺跡についてお話をさせていただきました。 

相良高校は、修学旅行で長崎の原爆資料館を見学するということで、

事前学習のために実施をさせていただき、生徒の感想もいただいたと

ころ、やはり、私たち周辺、島田市でこういったことが起こったという

ことは知らなかったと。こうしたことは、今後起こさないように、そう

いったことを考えながら、また資料館を見学したいというような意見
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がありました。 

教育長 よろしいですか。それでは以上で報告事項は終わりにしたいと思い

ます。 

 付議事項 

教育長 次に、付議事項に移りたいと思います。付議事項は１件ずつ審査をし

ていきたいと思います。 

最初、議案第35号 島田市立学校教育職員の業務量の適切な管理等

に関する規則の制定について、学校教育課長、説明をお願いします。 

学校教育課長 島田市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定

について、御説明をいたします。 

教職員において業務量の働き方改革にちなんで、その時間について、

業務外の時間の設定についてお示ししました。25ページを御覧くださ

い。 

時間外勤務の適切な管理というところで、１月について、45時間以内

であるということ。そして、１年については、360時間以内中での時間

外勤務を行う。この範囲の中で行うという定めです。 

２つ目として、予見することができない場合の業務量は、１月につい

て100時間未満、１年については、720時間まで。 

そして、（３）ですけれども、１月当たりの平均は、それぞれ合わせ

たところで、80時間以内にしていくというもの。 

また、45時間を超える場合については、６カ月間の中でということで

示されております。 

以上になります。御審議をお願いいたします。 

教育長 説明は終わりました。何か御意見、御質問がありましたらお願いしま

す。 

Ｂ委員 今の実態といいますか、そういうことから、例えば１月について、45

時間だとか、100時間未満とかという数字が出てきたのだと思うのです

けれども。今の実態について、ちょっと教えていただけますでしょう

か。大体平均的にどれぐらい働いてらっしゃるのかなという、そこら辺

がよく分かりにくいものですから。 

学校教育課長 まず、それぞれの月によって違ってくるわけですが、例えば、６月あ

たりというのは、非常に忙しい時期でした。45時間未満は、全体でおお

むね30％ぐらい。また、25％の教職員が80時間を超えて働いておりまし

た。それから、７月、８月は、80時間を超える教職員は、少ないです。

９月になりまして、45時間よりも少ないのは、46％。大分少ない時間の

中で働いております。そして、80時間を超える教職員は10％ということ

で、日々働き方改革については、いろんな形で進めているということも

あり、経年からいくと大分減って来ていると思います。９月までの状況

は、そんな状況です。 
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教育長 よろしいですか。 

Ｂ委員 80時間というと、月20日働いたとしても、１日４時間という計算です

よね。それぐらいいらっしゃるのですね。 

学校教育課長 本当に、80時間を超えて働いている教職員というのは、非常に多いな

というふうに思います。子供たちが帰って、その後にいろんなテストの

丸つけであるとか、教材研究とか。あるいは、中学校においては、部活

動が終わってから、明日の授業の支度を行ったりとか。また、土日なん

かも部活がありますので、そういうことを入れると、簡単に80時間を超

えてしまう教員というのはやっぱりいます。もちろん、これは全員では

ないです。 

教育長 教育長ですが、いいですか。 

中学校の部活は、６月から中体連の大会に向けて、かなり熱心に練習

するというのがあるので、その影響が大きいと思います。１日８時間

は、大会などがあったら使ってしまうものですから、月による時間の差

はあると思います。 

Ｄ委員 この超過の勤務時間については、自己申告になりますよね。記録は、

今までと同じように、自分で何時から何時までと毎回記録を取ってと

いう形になるのでしょうか。 

学校教育課長 今は、学校用のパソコンで、個人用カードがありまして、それを出勤

したときにかざすと、出勤が計算され始めて、帰るときにそのカードを

かざすことで、退勤時間が出ます。そうしたコンピュータ管理をしてお

ります。 

学校では、正確な時間数になるようにということで、指導しているよ

うなところです。 

教育長 よろしいですか。 

Ｄ委員 これは、校長先生とか教頭先生も該当しますか。 

学校教育課長 基本、全教職員というふうになっています。 

教育長 ほかはどうでしょうか。 

Ａ委員 基本的なことで、すみませんが。教職員の方の定時というのは、何時

ぐらいになるのですか、決まっていますか。 

学校教育課長 始業が８時から、そして終業が16時30分になります。これは学校によ

ってもちょっと違うところあるのですが、７時間45分ということです。 

教育長 よろしいでしょうか。４時半には学校は終わっているものですから、

なかなか、その理解が定着していかないかもしれませんね。 

ほかは、どうでしょうか。よろしいですか。 

採決に移りたいと思います。ただいま、議案として審議されていま

す、議案第35号 島田市立学校教育職員の業務量の適切な管理等に関

する規則の制定について、御異議ございませんか。 

各委員 [「異議なし」という者あり] 
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教育長 異議なしと認めます。議案第35号は、提案のとおり可決されました。 

それでは、続いて議案第36号 特別支援学級の増設に関する通学区

域の設定について、学校教育課長、説明をお願いします。 

学校教育課長 特別支援学級の増設に関する通学区域の設定についてということ

で、11月５日にこれに係るところでの審議会を開催いたしました。27ペ

ージに、その会議を受けて、答申書を作成いたしましたので、御審議い

ただきたいと思います。 

特別支援学級の増設に関する通学区域の設定ということで、２行目、

島田第五小学校、大津小学校に知的学級を増設し、六合東小学校に知的

学級及び自閉情緒学級を、増設することが望ましい。 

また、今まで在籍していた学校に、引き続き在籍を希望する場合は、

指定学校の変更を許可することが望ましいということで、答申を示し

ました。 

審議を、よろしくお願いいたします。 

教育長 説明は終わりました。委員の皆様の御意見、御質問がありましたらお

願いします。 

よろしいですか。ＰＴＡそして地区代表の集まった会で、このような

結果が出たということの説明だったと思います。 

それでは、採決に移りたいと思います。議案第36号、特別支援学級の

増設に関する通学区域の設定について、御異議はございませんか。 

各委員 [「異議なし」という者あり] 

教育長 異議なしと認めます。議案第36号は、提案のとおり可決されました。 

 協議事項 

教育長 それでは、協議事項に移りたいと思います。協議事項の１番目は、令

和４年度島田市の教育方針については、私から説明をさせていただき

ます。 

資料をお開きください。最初に、下線部が今年度に変更した部分とな

ります。 

それでは、最初のページ、コロナについて書かせていただきました。

長期にわたる自粛及び経済への影響が大きいというようなこと。それ

から、ウイルスとの共生ということが、余儀なくされているということ

を書かせていただいています。 

教育界においては、一人一台端末の配置、それから、リモート学習の

こと、授業改善のこと、そういうふうなことが進んできているというこ

とを書かせていただきました。 

島田市の状況につきましては、ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡ、それ

から、バイパスの４車線化、そういうふうなことが完成したし、動き始

めているものですからその事実を書き、今後の期待に触れています。田

代の郷の島田ゆめ・みらいパークについても書かせていただきました
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し、島田市総合医療センターの開院についても触れました。 

島田市における学校教育については、課題を挙げた後、ＧＩＧＡスク

ール構想を受けて一人一台端末の取組について触れながら、望ましい

活用には、解決しなければならない課題も明らかになっていると書か

せていただきました。これは、後で出てきますが、ネット環境等まだ解

決しなければならない問題が残っています。 

次の段落において、28年度から統合関係の話合いがあることを経過

を説明する中で、初倉小学校と湯日小学校の統合、それから、北中学校

と島田第一中学校の統合、これが順調に進んでいるということを示す

ために、新しい教育活動が順調に進んでいると書かせていただいてい

ます。北部４小学校と島田第一小学校の統合、それから、初倉地区の統

合についても記載させていただきました。 

次の段落からが、令和４年度の方針となります。令和４年度は、今の

教育大綱で示されている「市民総がかりで育む豊かな心と学び」、これ

を基本としながら、生涯学習推進大綱もできているものですから、そこ

を受けて学校教育の充実、それから、家庭教育のことについても書かせ

ていただいています。 

新たな動きとして、川越街道、諏訪原城においての動き、それから、

おおいなびとの連携の中で、交流人口の増大そのようなものにつなげ

ていけたらということを、書かせていただきました。 

コロナのことは、去年も書きましたが、やはりゼロリスクだけを求め

るのではなく、実施を前提に工夫をして可能性を考えるという書きぶ

りにしました。 

学校教育におきましては、次のページになります。コロナにおける子

供のストレス、それから、教職員の負担増というようなことの心配を書

かせていただきました。一人一台端末については、ネット環境のこと、

それから、個別最適化の教育の充実、ここを書かせていただきました。 

次の段落は、全国学力学習状況調査の結果を受けて、課題等について

も書かせていただきました。 

生徒指導面については、不登校の増、それから、特別な支援を要する

子供の増、これは大きな課題になっているものですから、それを書かせ

ていただいたとともに、夢育・地育、それから、コミュニティ・スクー

ルのコーディネーターの活躍による寺子屋事業など、新しい取組のこ

とについても書かせていただきました。 

これを受けて、信頼される学校づくりということ、それから、豊かな

心を育むこと、地域資源の活用、夢育・地育につながる部分、そして、

多様な体験、コミュニケーション力の向上、失敗や困難に負けないしな

やかで強い心を育てるというようなことが、令和４年度の重視するこ

ととして、書かせていただきました。 
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最後の段落になりますが、義務教育９年間の一貫教育ということを、

実は４年前からこの表現を使っています。島田市の一つの方針として、

小中一貫教育ということを考えているということで、ここに継続して

書かせていただいています。 

基本方針につきましては、３つの項目を書きましたが、３つ目が自己

決定する場を多くし、自立心を養うということを付け加えさせていた

だいています。春風秋霜にも、自立心を養うことの大切さを提案したば

かりなものですから、この項目を入れさせていただいたところです。 

北部４小学校と島田第一小学校の統合に向けて、交流活動を計画的

に行い、統合後に安心して生活を送れるように努めるというのは、今も

スタートしていると思いますが、これから直前になって、さらに充実し

なければならないということで、意識するためにこれを、昨年度に加え

て付け加えたところです。 

確かな学力にいきますと、教科担任制のこと、それから、学力の二極

化については落ちこぼれだけではなくて、吹きこぼれにも対応してい

くことを、意識して学力の二極化への対応を書かせていただきました。 

特別支援のことについても書かせていただいていますが、子供たち

や保護者のニーズを確実につかみ就学支援の充実、それから、子供の学

力を最大限に伸ばすために、個に合った課題設定、端末の有効な活用と

いうようなことを書きました。特別支援と端末の活用というのは、すご

く相性がいいと思っているものですから、こういうふうな表現を付け

加えさせていただいています。 

学校給食については、ほとんど変わっていませんが、また、学校給食

課から、少し修正の提案があると思います。また、お聞きになっていた

だきたいと思います。 

教育環境につきましては、ＩＣＴ環境の充実に努め一人一台端末の

活用を進めるというのを付け加えさせていただいていますが、これは

さらに、ネット環境を整備して活用を図っていかなければならないと

いうことがあるものですから、この文を入れてあります。 

社会教育課のほうですが、コロナのことを書かせていただいていま

す。こういう状況、現状を書かせていただく中で、新たな動きとして、

屋外の活動、キャンパー、それから、対面活動の減少の反動として、人

と関わる活動を求める動きというようなことを表記させていただいて

います。やはり、体験ということが、一つこれからのキーワードになる

のではないかと思いますし、そういう意味では、島田市が進めてきた地

育との相性は、大変いいなと思うものですから、地育の推進ということ

も社会教育の中にも入れさせていただいています。 

社会教育の中でも、地域人材の活用とか、地域資源を活用することに

よって、地域はいいなというような実感、そういう中から地域が好きな
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人の増、こういうことが起こってくるといいなと思っていますし、地域

学校協働本部のコーディネーターが、そのために大きな役割を果たす

のではないかと期待しているところです。 

次のページに行くと、社会教育課から家庭教育の提言あるものです

から、これを受けて、子育ての充実を図っていかなければならないため

に、社会教育課の提言のことを記載しました。それから、本庁と各公民

館、それから、博物館、図書館との連携のことについても大事なことと

して書かせていただいています。 

昨年と変わっていませんが、寺子屋事業、体験活動などを推進してい

きたいと思いますし、親子のつながりを大切にした活動、それから、関

係課との連携、これは教育委員会内部だけではなくて、子育て応援課、

健康づくり課とか、そういうところの連携も考えていく必要があると

思っています。 

公民館活動の推進については、幅広い年齢層の活動ということが、一

つのキーワードになるのではないかなと思っています。他世代との交

流も必要だと思っています。また、地域主体の自主事業の拡大が起こっ

てくれるといいなと思います。そのお手伝いが、公民館でできたらと考

えているところです。 

次のページをお願いします。生涯学習の推進については、一つの大き

な課題は、生涯学習を学ぶ人たちの高齢化が問題になっているもので

すから、新たな参加者を増やすということを書かせていただいていま

す。新しい参加者の増をどう考えるか、取り組みをどうするかというと

ころが、課題になっているということで書かせていただいています。 

６番の図書館活動については、今、子ども読書活動推進計画が策定中

です。それを受けていろんな活動が起こってくると思うのですが、子ど

も読書100選もそのうちの一つとなると思います。今後、見直しをしＰ

Ｒを行っていかなければならないと考えています。 

文化振興については、昨年度と変わったところは、新しい動きとし

て、先ほども話題になりましたが、諏訪原城跡のクラウドファンディン

グのことなども書かせていただきました。民間の力を利用しながら、う

まく施設の活用等が進めばいいなと思っています。 

基本方針として、新しい生活様式に対応した文化芸術の発信、それか

ら、鑑賞機会の提供ということが必要ですし、先ほどもありましたデジ

タル技術の活用、これはリモートとかということも含まれると思うの

ですが、デジタル技術の活用ということも必要になってくると思って

います。 

博物館におきましては、今まで以上に様々な活動の場として活用す

るということ、そして魅力の発信ということが必要だと考えています。

出前講座の実施等において、積極的なＰＲまたは活動内容の周知とい



-17- 

うことも必要になりますし、図書館や生涯学習講座との連携というこ

とも、今後求められるのではないかなと思っています。 

少し戻りますが、子ども読書活動推進計画の中にも、博物館と図書館

の連携という文言も入っています。そこを御承知おきいただきたいと

思っています。 

スポーツ振興については、コロナ禍のこと、新たな動きについて書か

せていただきました。ただ、オリンピック、パラリンピックがあって、

大きな運動への動機づけにはなっていると思うものですから、この機

会を使って、コロナでありながらの、もう一歩活動の充実、活動の広が

りが見られたらいいなと思っています。 

島田市は大井川の河川敷、確か92ヘクタールもあると思うのですが、

大変広いスポーツ広場を持っています。これらを活用しながら市民が

楽しむ、または外部から人が利用されることが、求められるのではない

かなということを思っています。 

基本方針の中には、今、スポーツ振興課が力を入れている、高齢者、

障害者、それからニュースポーツの普及、ここには今後も力を入れてい

ってほしいと思っています。 

スポーツ施設の充実のところにつきましては、施設貸与の事務がデ

ジタル化をしました。この定着が少しずつ進んでいると思います。利用

者が利便性を実感していただけるようになってくるといいと思いま

す。いろんな調整は必要だと思いますが、この点についての取り組みを

お願いしたいと思っています。 

簡単でありますが、一通り説明は終わりました。委員の皆様からの御

意見をいただきたいと思います。また、各課の御意見でも結構ですか

ら、課長の皆さんからの御意見もいただきたいと思っています。いかが

でしょうか。 

Ｂ委員 ありがとうございました。学校教育のところで、付け加えたい項目が

ありますので、それを御紹介したいと思います。 

 １番から、今現在は学校教育、31ページの一番下です、豊かな心を育

てる、２番が確かな学力を育てる。３、４、５とありますけれども、６

番目の項目として、「健康な体のための体力の向上を図る」という項目

を入れていただければありがたいなというふうに思いました。ちょっ

と読ませていただきます。 

 まず、矢印として、体力向上とたくましいこころの育成を推し進め、

児童生徒の健やかな成長を支える。 

ポツとして、人生を通じて、健康に過ごすための基礎的な知識を持た

せ、かつ高める教育を施す。 

２番目のポツ、学校の授業などで、運動・スポーツへの関心を高め、

運動を楽しむ機会を増やす。 
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３番目、起床・就寝・食事など、規則正しい生活を送る意識を高め、

習慣化するための教育を施す。 

４番目として、地震・津波などの自然災害に際して、対応力を育む。 

この項目を入れていただければ、ありがたいなというふうに思いま

した。その理由は、学校教育のところで、心、それから学力ということ

が叫ばれておりますけれども、健康・体づくりということも、児童生徒

にとっては、とても大切な目標になり得るはずです。今回、私はたまた

ま点検評価項目のところを見ていましたら、学校教育課でも、この健康

に対して、ちゃんと評価項目に挙げていただいているのです。ですか

ら、この項目を付け加えていただくことがいいのではないかというふ

うに思いました。 

それぞれのポツの理由については、例えば、最近子供の運動不足だと

か、成人病が今社会人の３分１を超えるのではないかということが言

われているぐらいです、そういう背景があります。 

２番目の学校の授業で、運動やスポーツへの関心を高めというとこ

ろについては、児童生徒の中で体育が苦手な子が増えているというこ

とを、以前から聞いております。そういう背景がありました。 

また、３番目のここまで書くのは、どうかなと思ったのですが、起床・

就寝・食事など、規則正しい生活を送るという、そういう意識の点では、

やはり家庭で教育する力が弱体化している、あるいは二極化している

ということで、非常に問題になっている家庭も多いというふうに聞い

ています。そういった意味で、こういう不規則な生活を正す必要がある

のかなというふうに思いました。 

最後、自然災害に対して、対応力を育むという点については、もう皆

様が御存じのとおりですけれども、東日本大震災で子供の生死が分か

れたというところは、その対応力の差に大きく関わっているのじゃな

いかなということが言われています。また、これから自然災害が、大き

なものが来ると予想されることからも、こういうことが必要じゃない

かと思いました。 

教育長 ありがとうございます。 

学校教育のところに、６を付け加え、ポツとして４つ付け加えるとい

うことです。もし、学校教育課から、これについて御意見がありました

ら、聞かせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

学校教育課長 おっしゃっていただいたこと、とても重要なこととして受け止めて

おります。 

こうした体の面で、食育、自然災害、そして運動等、そうしたことか

ら、たくましい精神を育んでいくという、相乗的な関係にあると思いま

すので、目標等に入れていただきたいと思います。 

教育長 分かりました、ありがとうございます。 
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方向としていいというものですから、また、文言について、少し精査

をしていただけたらと思います。 

Ｄ委員 Ｂ委員の提案に、私も賛成なのですけれども。島田の教育の教育長が

出された総則の後ろに、各課の具体的な施策がありますよね。この学校

教育の中に、豊かな心の育成に向けた施策が１、確かな学力の育成に向

けた施策が２、そして、３番目に健康な体の育成に向けたが挙げられて

いて、あと、そのあとは環境の整備というふうになっていて。実際に去

年の提案の中に、具体的な内容が入っているので、最初の概要の中に、

やっぱりこれが入ってないのはおかしいなという部分は、私も思いま

した。 

ですから、ぜひ入れていただきたいなと思うのですけれども。じゃ

あ、場所は、（６）でいいのかどうか、こっちの細かい課で出したもの

と、同列にする必要があるではないかというふうに思いましたし。あ

と、細かいポツの点については、教育長がおっしゃったように、学校教

育課で出された施策と、すり合わせしていく必要があるのではないか

と思いました。 

教育長 ありがとうございました。 

学校教育課の方針と合わせたような形で、位置を考えるということ

なのですから、位置のことについては、少し学校教育課と相談しながら

決めていきたいと思います。 

入れるということについては、どうでしょうか、いいですか。その点

については、皆さん、御同意なさってくださったものですから、位置の

問題、表現の問題については、今後精査をしたいと思います。 

それ以外のところでありましたらお願いします。どうでしょうか。 

Ａ委員 恐らく昨年度に付け加えたところの文章が、そのままになっている

ので、少し変えたらいいかなと思うところが、30ページの４段落目で、

ＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡの完成、田代の郷に完成したスポーツ・

レクリエーション広場というものと、36ページの島田市総合スポーツ

センタ一の空調や、田代の郷の広場の完成、それから、島田市スポーツ

協会の法人化の言葉の中で、これはまだできたばかりなので、これから

も活用していくものですから、「完成」という言葉を取っても、文章が

何となくつながっていくと思いました。 

教育長 「完成」は、もう昨年度のことだから、少し表現を変えたらいいので

はないかという御意見でした。委員の皆さん、その点についてはいかが

でしょうか。 

「完成」を取っても文章はつながると思います。36ページは、特にそ

う思います。 

 まず、１点、今のスポーツ振興のところの一番下から２行目、ここの

ところは、ローズアリーナーの空調や、田代の郷スポーツ・レクリエー
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ション広場など、島田市のそういうようにつなげるということで、どう

でしょうか、よろしいですか。 

Ａ委員 いいと思います。 

教育長 最初のＫＡＤＯＤＥ ＯＯＩＧＡＷＡのところにつきましては、完

成と田代の完成が、場所が離れているものですから、ちょっとここは表

現を少し工夫して、完成という表現を少し変えたいと思います。それ

は、事務局のほうに任せていただいてもよろしいでしょうか。 

各委員 はい。 

教育長 では、ほかのところでどうでしょうか。委員の皆様も、今、探してい

るようですが、学校給食課から、提案があると思いますからお願いした

いと思います。どうでしょうか。 

学校給食課長 33ページの（４）です。上から２ポツ目のところですけれども、「学

校給食を生きた教材とした食育の推進を図る。」ここで段を変えさせて

いただいて、その後、「食物アレルギー対応食を安全・確実に提供する。」

というような表現にしたいと考えています。 

それから、一番下です。給食センター設備とありますが、給食センタ

ーの調理用備品等の更新ということで、修正をしていきたいと考えて

います。 

教育長 分かりました。ありがとうございます。 

学校給食課の言っていることについては、理解ができることですか

ら、そのように修正をしたいと思います。 

皆さん、どうですか。 

各委員 はい。 

教育長 いいですか。 

スポーツ振興課、お願いします。 

スポーツ振興課長 36ページの１段落目の中で、表現だけの話なのですが、４行目、「島

田市から出場した選手の活躍」というところは、「島田市出身選手の活

躍」というふうな言い回しのほうがいいかと思うので、修正したいと思

います。 

教育長 そこだけでよろしいですか。 

スポーツ振興課長 あとは、文章の前後を、少し変更したい部分があります。 

教育長 では、文章の順番を変えるという御意見があるのですが、このところ

については、表現ではなくて順番ということですから、スポーツ振興課

と協議して、変えさせていただきたいと思います。 

今、お話がありました、島田市から出場しているより、出身のほうが

適切な表現だと思いますから、そこは出身ということに変えさせてい

ただきます。 

ほかに、何かありましたらお願いします。よろしいでしょうか。 

図書館課、お願いします。 
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図書館課長 35ページの図書館活動の推進を図るところの一番下の新しく加えて

いただいた、「子ども読書100選の見直し、子供たちの読書意欲を向上さ

せる」というものを、こちらのほうは、学校教育課のほうで子ども読書

100選はやっていただいているので、こちらについては、「子ども読書活

用推進計画に沿っての読書活動の推進」というような文言に変えさせ

ていただいたらなと思っております。 

今の文言について、言い回しについては、また少し変えさせていただ

くかも分かりませんけれども、そこをやっていきたいと思いますので

よろしくお願いいたします。 

教育長 確かに、学校教育の中にも子ども読書100選があるのですね。 

図書館課長 32ページです。 

教育長 確認ですが、100選は図書館課がやる事業ではなくて、学校教育課の

事業でしょうか。 

図書館課長 学校教育課で、いつもやっております。 

教育長 学校教育課は、よろしいでしょうか。 

学校教育課長 はい、分かりました。読書100選は、今後も学校教育課でやっていき

ます。 

教育長 では、表現としては、推進計画というような表現の中で、読書活動を

推進するということは書くにしても、子ども読書100選ということにつ

いては、その表現は学校教育課のところだけということにしたいと思

います。よろしいでしょうか。 

Ｄ委員 図書館課に書いてあるのは見直しとなっていて、学校教育課は活用

となっているのですけれど、今年は見直しの年にはいるのですか。２年

ぐらい前につくりましたか。 

図書館課長 令和６年だと思いますが。 

 子ども読書計画は、報告事項に出されております。 

教育長 では見直しよりも、学校教育に書かれている表現のほうが適切かも

しれませんね。ありがとうございました。ほかは、どうでしょうか。 

まだ、12月まで直していく作業が続くものですから、今日の話し合い

を受けて、まだ調整をしなければならないことが出てきています。各課

のほうから、新たな御意見がありましたら、また、お知らせ願いたいと

思います。最終的には、12月の定例会で、付議にかけていきたいと思っ

ています。それまで、修正ができますから、御意見をいただけたらと思

います。 

それでは、島田市の教育方針についての協議事項は、以上とさせてい

ただきたいと思います。ありがとうございました。 

それでは、続いて教育委員会に関する事務の点検・評価について、教

育総務課長から、最初に提案をお願いします。 

教育総務課長 それでは、別冊の資料で、教育委員会に関する事務の点検・評価報告
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書をお配りしてございますので、そちらを御覧いただきたいと思いま

す。 

本日は、第一次評価ということで、主に点検・評価報告書の７ページ

以降の事務事業評価シート、こちらに記載しております有効性、これは

８ページの一番上です。そこに自己評価の記載がしてございます。一番

下から２番目の総合評価のところ、ここについて、教育委員会の自己評

価として、適当であるどうかという、その点について、御協議をいただ

きたいと考えております。 

まず、報告書全体の概要について説明させていただき、その後、各課

から、各事業についての説明をさせていただきます。よろしくお願いし

ます。 

それでは戻っていただきまして、５ページ、６ページを御覧くださ

い。 

５ページは、教育委員会事業体系となります。全体では、１の教育委

員会、（１）教育委員活動事業から、次の６ページに移り、最後の８の

図書館課の（２）読書活動推進事業、こちらまでの計22事業の点検・評

価をしております。 

評価シートの見方につきましては、御承知かと思いますが、３ペー

ジ、及び４ページに記載してございます。特に、４ページにつきまして

は、事務事業評価の判断基準の表が記載されています。判断基準につき

ましては、昨年度と同様でございますので、ここでは割愛をさせていた

だきます。 

それでは、具体的な本年度の評価の内容につきまして御説明いたし

ます。再度ページを戻っていただきまして、２ページを御覧ください。 

表１の事務事業評価シートの集計になります。まず、１の有効性です

が、５の期待を大幅に上回るという評価は、対象事業にはなく、続いて

４の評価が10事業、３の評価が11事業、２の評価が１事業、１の評価は

ございませんでした。昨年度につきましては、４の評価が４事業、３の

評価が７事業、２の評価が９事業で、１の評価が１事業という形になっ

ておりました。 

次に、２と３の必要性、ニーズ、市の関与になりますが、まず、必要

性のうち事業のニーズについて、13事業で増加する傾向にあると評価

しております。 

また、３の市の関与する必要性については、５事業でその余地はな

く、同じく７事業で当面は余地なしとする一方で、10事業で改善の余地

ありとしております。 

４の効率性につきましては、５事業で今年度中に改善を進め、７つの

事業で令和４年度以降に改善を行うこととしております。 

５の公平性の見直しにつきましては、２つの事業で余地はなし、７事
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業で当面は余地はなしと評価しており、13事業について改善を行う余

地があると評価をしております。全体の概要につきましては、以上とな

ります。 

続きまして、８ページ、９ページの教育委員活動を除く、その次から

の21事業につきまして、各課より説明をさせていただきます。若干時間

がかかりますが、よろしくお願いいたします。 

それでは、教育総務課の事業について御説明いたします。 

報告書の10ページ、11ページを御覧ください。まず、小中学校運営支

援事業でございます。 

事業内容は、①から③までございます。11ページにある自己評価です

が、①については、前のページの実績と成果のところ、アウトカムで

95％の見込みという評価によりここの評価を、期待をやや下回るの３

としております。 

②のアウトカムＩＣＴを使うことによって、児童生徒の授業の理解

度を把握しやすくなった教員の割合、ここの項目については、今現在は

予測の数値を記載してございます。現在アンケート調査を実施してい

ますので、12月上旬までには、数値が確定する見込みでございます。 

また、その下の一人一台端末を使った授業が、楽しいと思う児童生徒

の割合につきましては、アンケート調査が年明けの１月以降になるこ

とから、現状の見込みの数値が、最終的な数値となると考えておりま

す。現状の数値につきましては、学校からの情報を基に、最低値と思わ

れる数値としてございます。これら現状のものを合算すると、約82％と

なることから、評価を３としております。 

③の初倉地区、小中学校再編方針の決定については、この方針の実施

の形態と時期の２項目について、今年度末までに決定する予定で、現在

検討委員会で進めておりますことから、達成率100％で評価は４とさせ

ていただきました。 

総合評価につきましては、期待をやや下回るの３の評価としており

ます。 

続きまして12ページ、小中学校施設管理事業になります。 

事業内容の２項目につきまして、アウトプットが全て100％の見込み

であることから、達成度の自己評価は全て４とし、総合評価も期待どお

りの達成の４の評価としております。 

次に、14ページ、島田第四小学校改築事業でございます。今年度８月

に、校舎と屋内運動場の竣工式をとり行いました。現在は旧体育館跡地

への駐車場整備、体育器具庫やグラウンド整備などを実施しておりま

す。現在まで工事中の大きな事故や、近隣住民からのクレーム等も特に

ない状況で推移をしている状況です。自己評価につきましては、アウト

プットが100％の見込みであることから、期待どおり達成の４の評価と
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しております。 

総合評価につきましても、同様の理由から4の評価としております。 

以上、教育総務課から、御説明いたしました。 

教育長 ありがとうございました。 

続いて、学校教育課お願いします。 

学校教育課長 16、17ページを御覧ください。豊かな心の育成事業として、事業内容

が、①がんばり体験、感動体験、そして②文化活動、体験活動、③に生

徒指導、④に読書活動を挙げました。 

まず、体験活動におきましては、地域の行事等がコロナの関係で、機

会が減ってしまったということはありますが、校内における委員会活

動や係活動、学校行事等において、子供たちの感動体験、自己肯定感を

高めるような体験を組むことができたということで、自己評価を４と

いたしました。 

また、体験以外ということで、サタデーオープンスクール、サマーオ

ープンスクールですが、これもコロナによって回数は減少してしまい

ました。それによって、若干体験等は少なくなってしまったということ

で、３と評価をいたしました。 

③のスクールソーシャルワーカ－等の生徒指導、訪問等については、

これは例年以上に訪問をしたり、ケース会議を行ったりしたというこ

とで、４といたしました。 

読書活動については、学校図書館がコロナ禍において、若干利用が制

限された面もありますが、その中でも貸出数が増えるように取り組ん

でまいりました。これについてのアウトカムについては、１月のアンケ

ート等によって、見込みで記入しております。 

総合評価も３と、やや期待を下回るということにいたしました。 

続いて、確かな学力の事業では、18ページ、19ページを御覧ください。

個に焦点を当てた学習活動、そして、ＡＬＴ派遣による外国語教育とい

うことで挙げています。まず、指導主事による学校訪問での授業が分か

る生徒の割合については、これも１月等のアンケート結果の見込みと

して書いてあります。これについては、ほぼ予定どおり行いまして、４

といたしました。 

また、ＡＬＴについては、このコロナ禍の関係で、昨年度から来日が

できなかったということがあるわけですけれども、この11月に新規Ａ

ＬＴの担任を迎えて、10人体制になりました。全体的な回数については

少なくなっていますが、子供たちの授業への取組等については、見込で

例年どおりに考えております。回数が減るということで、自己評価を３

として、総合評価を３といたしました。 

20ページ、21ページを御覧ください。健康な体づくりという事業で

す。保健学習そういうこと、それから食育に関わるところです。 
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薬学講座、学校保健委員会等については、予定どおり各学校で行って

おります。また、食育等でも、栄養教諭等の指導についても例年以上に

派遣をしております。ということから、自己評価を４、期待どおりの達

成ということで、総合評価も４といたしました。 

22ページ、23ページを御覧ください。信頼される学校づくりに向けた

事業ということで、①にいじめ防止対策、②として学校統合に向けた準

備、③として地域とともにある学校づくり、コミュニティ・スクール等

の活動についてです。 

いじめ等については、それぞれに問題は日々調査・把握しているわけ

ですけれども、いじめアンケート等を工夫し、教職員のいじめに対する

見方が非常に高まってきており、いじめに対する意識も高まっている

取組として４といたしました。 

また、学校統合に向けての準備では、コロナ感染拡大の関係で、交流

活動等がなかなかできないでいる状態です。現在、後半カリキュラム委

員会等も開きながら、交流活動を移動教室も含めて計画しているとこ

ろです。したがって、自己評価を３としました。 

学校運営協議会、コミュニティ・スクールについては、学校運営協議

会が、コロナの関係で会議を行えなかった学校と、そういう中でも工夫

しながら行った学校との差がありました。この後半については、積極的

に行いながらということを考えております。また、活動としては、昨年

度と比較しまして、様々な計画が今年度実施されているという表れも

たくさんあります。総合評価を３といたしました。 

教育長 ありがとうございました。それでは、学校給食課お願いします。 

学校給食課長 24ページ、25ページを御覧いただきたいと思います。事業名としまし

ては、学校給食運営事業でございます。 

事業内容、①は学校給食の提供、②食育の推進、③アレルギー対応食

の提供、④学校給食センターの施設維持管理、⑤学校給食費、保護者等

負担金の徴収でございます。 

有効性でございますけれども、①、②につきましては、生産者の学校

訪問がなかなかコロナ禍でできなかった。それから、給食の残食率もお

かわりの関係で、残食率がちょっと増えているということがございま

した。そういう中でありましたけれども、菌床シイタケのＤＶＤを作成

しまして、食育の授業の中で、農産物や生産について啓発を図っていっ

たということで、①、②につきましては３の評価をいたしました。 

③のアレルギー対応食につきましては、目標60人、見込みが67人とい

うことで、事故なく提供していますので、４という評価をいたしまし

た。 

学校給食センターの施設維持管理の④でございますけれども、１校

当たりの給食提供回数が、年間183回の目標に対して、決算見込が183回
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で100％でございますけれども、７月１日に水道水の枯渇事故よりまし

て、給食提供の遅延、及び品数減ということが１件発生いたしました。

その部分を考慮して、４から３の評価をさせていただきました。 

⑤学校給食費保護者等負担金の徴収につきましては、３の評価をい

たしまして、トータルで期待をやや下回る３の評価をいたしました。 

26ページ、27ページを御覧ください。南部学校給食センターの改修事

業でございます。 

こちらにつきましては、７カ年計画の最終年ということで、設備であ

り調理機器の更新を行ってきました。事業の成果のところですけれど

も、給食施設機器故障で遅延、停止することがなく、実施するが100％、

工事の進捗率、それから機器の更新率も100％でありますので、自己評

価としまして、①、②とも４の評価をさせていただきまして、総合評価、

期待どおり達成で、４の評価をさせていただきました。 

教育長 ありがとうございました。 

社会教育課、お願いします。 

社会教育課長 28ページ、29ページから御覧ください。社会教育講座開催事業でござ

います。 

事業内容としましては、①が公民館等の開催講座、②がしまだ楽習セ

ンターの開催講座、③が金谷宿大学の開催講座となっております。 

事業の成果アウトカムと、29ページの有効性の説明になりますけれ

ども、公民館等の開催の延べ人数は、若干目標を下回っております。こ

れは緊急事態宣言が、夏に発令された影響を受けてのことだと思いま

す。 

同じく、②のしまだ楽習センターの講座延べ人数ですけれども、こち

らも目標には、若干達しなかったということを考えております。 

③の金谷宿大学の学生数については、応募自体が前年度に行われて

いるということもありまして、目標を達成できる見込みとなっており

ます。 

そういう結果を受けて、有効性は、①、②、③を４という形で、自己

評価させていただきました。総合評価は３、やや下回るということでさ

せていただいております。 

続きまして、30ページ、31ページを御覧ください。社会教育施設管理

運営事業となります。 

事業内容としては、①が公民館等の管理運営事業。②がしまだ楽習セ

ンターの管理運営事業。③が野外活動センター（山の家）管理運営事業。

④が山村都市交流センター（ささま）管理運営事業となります。②から

④は、指定管理事業ということになっております。 

アウトカムのところですけれども、①のところが公民館と利用者数、

こちらのほうは、目標は上回る形となっております。 



-27- 

②の楽習センターは、目標のほうを若干下回る形になっております。

分析は難しいのですけれども、身近な公民館には、人がかなり戻ってき

ているのかなという印象を受けております。 

③の山の家の宿泊者数ですけれども、こちらは目標を下回る形にな

ると予想されます。これは山の家は、夏がやはりお客様がたくさん来る

時期なのですけれども、夏に緊急事態宣言が発令されてしまって、館自

体も休館という措置をさせていただいたものですから、目標には届か

ないという見込みとなっております。 

一方ささまの宿泊者数は、目標を上回るという見込みとなっており

ます。同じくささまについても、緊急事態宣言の発令とともに休館措置

をとっているのですが、ささまについてはキャンプ人気ということが

ありまして、個人客がかなり増えているということを聞いております。

こちらを上手に取り込んだという形で伸びてきているのかなという分

析をしております。 

この結果を受けて、31ページの有効性のところは、①が４となりま

す。②が３で、③が山の家については、計算だと目標に対して74％とな

りますので、本来は２という評価になるのですけれども、緊急事態宣言

が発令というやむを得ない理由ということで、３に自己評価を上げさ

せていただきました。④については、141％の目標達成ということにな

りますので、自己評価は５にさせていただきました。以上のところか

ら、総合評価は４、期待どおり達成ということでさせていただいており

ます。 

続きまして、32ページ、33ページを御覧ください。子育て支援、家庭

教育推進事業でございます。 

事業内容としては、①が家庭教育学級実施、②が家庭教育講座の開

催、③が親学講座の開催ということになっております。 

アウトカムについては、家庭教育学級の時間数ですけれども、こちら

は時間についても、今年についてはコロナ禍でありますので、何時間や

ってくださいという依頼はせずに、各学校で柔軟に対応していただい

ておりますので、時間数については、目標に達しない形となっておりま

す。 

②の家庭教育講座の参加者数、こちらは目標に対して大幅減となっ

ておりますが、夏の緊急事態宣言中に予定していたホールを使っての

家庭教育講演会を中止としている影響、あとは中学校で赤ちゃん触れ

合い講座をやっているのですが、それが全て中止になったという影響

を受けて、目標を大きく下回る形となっております。 

③の親学講座の参加者数、これについても、就学前のお子さんを対象

に、就学時検診等で講座を行っているものですが、これもコロナ禍であ

りまして、学校で開催するかしないかというのを、希望を取っている関
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係上、目標について達成しない見込みとなっております。 

この結果を受けますと、33ページの有効性については、①、②が２と

いうふうにさせていただきました。②には、目標を大幅に下回ってい

て、対比でいうと40％ですので、本来では１という評価になるのですけ

れども、こちらはコロナ禍が明けましたら事業は再開できる見込みで

すので自己評価としては、２に引き上げをさせていただいております。

③は３とさせていただきました。総合評価につきましては、２というこ

とで、顕著に下回るという形にさせていただきました。 

続きまして、34、35ページを御覧ください。青少年健全育成事業にな

ります。 

事業内容の①が、ガンバ、はばたけリーダー等の青少年育成事業にな

ります、②が放課後子供教室の開催、③が青少年育成支援センター事

業、④が地域学校協働本部事業となります。 

アウトカムになりますが、ガンバの参加者数は、募集を若干下回るこ

とになりました。②の放課後子供教室の参加数も目標が、募集が30人で

したが、応募が23人だったということで、こちらの２つにつきまして

は、コロナ禍で自粛の影響が出ないというふうに分析をしております。 

③の街頭補導参加者数については、目標は達成する見込みです。④の

地域学校協働本部等のボランティア活動の延べ人数については、目標

を若干下回る形を見込んでおります。 

この結果を受けて、35ページの有効性のところは、①が３、②が２、

③が４、④が３という形になりまして、総合評価が３、期待をやや下回

るということでさせていただいております。 

続きまして、36ページ、37ページをお開きください。文化施設管理運

営事業となります。 

事業内容としては、①が指定管理者への助言・指導。②が指定管理者

による施設の管理・運営。③が施設の修繕・改修になっております。 

アウトカムについては、①から③を総合した形で、１番上がホールの

利用数になっております。こちらは目標を上回る予定となっておりま

す。その一つ下のホール以外の利用数についても、目標を上回る形とな

っております。施設利用者数の合計になりますけれど、こちらは目標を

大幅に上回る見込みとなっております。 

こちらで、37ページの一番上の自己評価になりますけれども、４とい

うふうにさせていただきました。この利用者数が大幅に増えている原

因としては、一つには夢づくり会館が新型コロナワクチンの接種会場

となったということも増えた要因としてはございます。ただ、現実点で

増えた要因は、1万4,000人程度ということで、それ以上にウィズコロナ

の使い方が皆さん増えているのじゃないかということが考えられま

す。ですので、自己評価は４ということでさせていただきました。総合
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評価も同じく４ということにさせていただきました。 

続きまして、38ページ、39ページを御覧ください。芸術文化普及事業・

市民文化活動支援事業になります。 

アウトカムにつきましては、①、②が芸術文化普及事業の入場者数と

いうことであります。こちらも目標が800に対して、決算見込が588とな

っておりますが、文化事業を実施するに当たっても、コロナ禍でありま

すので定員の半分にしたりというような工夫をした結果、目標を下回

ったと考えております。 

③のアウトリーチ事業参加者数につきましても、やはり申請が少な

いということもありまして、目標のほうを大幅に下回っております。そ

れから、④の市民文化祭出展者数につきましては、こちらは若干目標を

下回る形となっております。④、⑤の文化祭の出演者数、こちらについ

ては、目標をかなり上回る形となっております。昨年度よりも出演して

くださる団体が増えた結果、そういうことになっています。 

この数字の結果で、39ページの有効性のところを見ますと、①、②を

２とさせていただき、それから、③については計算によると目標対比が

37％になりますので、１になってしまうのですけれども、こちらのほう

もコロナ禍が明ければ、事業のほうは再開される見込みですので、２に

引き上げさせていただいております。 

④、⑤につきましては、④と、⑤は分かれておりますが、総合で考え

て４ということでさせていただきました。総合評価としては、３の期待

をやや下回るという形にさせていただきました。 

教育長 ありがとうございました。 

博物館課、お願いします。 

博物館課長 40ページ、博物館管理運営事業でございます。 

これについては、博物館が行う展示会等を通じて、市民等へ歴史、文

化を伝えることや、教育活動の推進を図った上、実施しております。 

事業の成果といたしましては、①の観覧者数と、③の小中学生の観覧

者数については、おおむね目標を達成するのではないかと考えており

ます。 

②の博物館講座・イベントの参加者数については、やはりコロナ禍の

関係で、イベントが中止になったり、募集を縮小しているものですか

ら、決算は半分と見込でおります。 

41ページの有効性については、①が４、②が２、③が４と評価をさせ

ていただきました。総合評価としては、３の期待をやや下回るというこ

ととしております。 

続きまして、42ページ、指定文化財の保護・保存及び活用事業でござ

います。 

これについては、市内にある国、県、市指定文化財の保護・保存と活
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用を図るために事業を進めております。 

これについての事業の成果ですけれど、①から④について関連する

講座・出前授業、展示会等の参加者数。①の文化財保存団体等の活動回

数、②の諏訪原城跡来場者数、⑤の解読調査した古文書数、当初の目標

に達する数値になるのではないかということとしております。なお、③

の川越遺跡来場者数については、81％の来場者数ということで見込で

おります。 

その結果、43ページの有効性については、①、②が４、③が３、④、

⑤が４と評価をさせていただき、総合評価を４ということで、期待どお

り達成というふうにさせていただきました。 

教育長 ありがとうございました。 

スポーツ振興課、お願いします。 

スポーツ振興課長 44ページ、45ページを御覧ください。事業としましては、スポーツ振

興事業でございます。 

事業内容としては、ニュースポーツ教室の開催、市主催等スポーツ大

会の開催、ジュニアスポーツクラブ事業の実施ということで事業を行

っております。 

事業の成果といたしましては、それぞれの教室や大会などの参加者

数というものを、指標としております。①については、目標の600人に

対して、788人。それから、スポーツ大会は2,000人に対して、2,704人

ということで、120％以上の達成ということになっております。 

③のジュニアスポーツ教室については、150人の目標に対して、142人

ということで、若干下回っております。 

45ページの有効性の部分では、①と②の自己評価が５、それから③の

自己評価が３ということで、総合評価につきましては４と評価をして

おります。 

次に、46ページ、47ページを御覧ください。スポーツ施設管理運営事

業でございます。 

事業といたしましては、それぞれのスポーツ施設の整備ですとか、維

持管理を行っています。 

事業の成果としましては、それぞれの施設の利用者数を、指標として

おります。81万7,000人の目標に対しまして、見込みとしては、89万超

と見込んでおります。 

したがいまして、有効性につきましては自己評価で４、総合評価でも

４と評価しております。 

教育長 それでは、図書館課、お願いします。 

図書館課長 それでは、48ページ、49ページを御覧ください。図書館サービス充実

事業でございます。 

こちら事業内容につきましては、①図書館の利用促進、②イベント、
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図書館講座、文学講座、ボランティア講座などの開催となっておりま

す。 

次に、有効性につきまして、①本の貸出数は、新型コロナウイルスの

影響により、96.3％と目標には届きませんでしたが、昨年度に比べて、

10％以上の伸びとなっております。また、予約システムの活用による地

域間での受取りが、目標数を上回るなど利用者数が増えております。こ

のため、評価は４とさせていただいております。 

次に、②のイベント、講座の参加者人数についてでございます。新型

コロナウイルスの影響により、中止を余儀なくされた事業もございま

すが、その分ほかの事業を行ったため、回数はほぼ同じとなっておりま

す。広い会場を確保できたことにより、定員を拡大し実施したことから

目標を上回ることができました。ボランティアの登録者数は、目標には

届かなかったため、結果的には自己評価を３の期待をやや下回るとさ

せていただきました。この２つに基づきまして、総合評価は４の期待ど

おり達成とさせていただいております。 

続きまして、50ページ、51ページを御覧ください。読書活動推進事業

でございます。 

こちらの事業内容につきましては、①ブックスタート事業の実施、②

おはなし会・おはなし宅配便・おはなしギフトの開催、③読書通帳の推

進、④小・中学との連携でございます。 

有効性につきましては、全ての事業で、新型コロナウイルスの影響に

より中止を余儀なくされたものが多く、三密を避けるために人数を制

限し開催したため、目標に達してないものが多々ございました。 

①につきましては、ブックスタート事業はファーストブックとして、

本のプレゼントや読み聞かせの大切さを、保護者の方にお伝えするも

のでございますが、７カ月健康診断相談時に合わせて実施しておりま

す。こちらのほうのブックスタート、７カ月健康診断相談と同時に行い

実施されましたが、子供の少子化により減少しております。当初の目標

から、実際の数の減少のため、86.7％となり、３のやや期待を下回ると

させていただいております。 

②については、おはなし会は毎年減少傾向にございますが、他にも公

民館、図書館でなくても、おはなし会に参加できる機会が増えているた

めだと思います。また、保育園や幼稚園へおはなし宅配便や、アウトリ

ーチサービスの一環として実施しておりましたが、コロナ禍により受

入れ幼稚園等の都合により、回数が減少しております。受け入れ先のア

ンケートでは、満足度が高い評価を受けておりますので、３とさせてい

ただきました。 

次に、③については、図書館３館へ読書通帳機の設置をさせていただ

きまして利用促進をしておりますが、コロナ禍において、子供の来館が
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減少し、大人への読書通帳の利用を呼びかけましたが、92.6％の達成率

となっており、評価を３とさせていただいております。 

次に、④学校図書館に対する支援につきましては、静岡大学教育学部

附属島田中学校からも依頼があり１校増となりました。また、学校への

団体貸出も昨年同様、学校からのテーマに沿った本を図書館員が選定

することにより、教諭の本選びの負担が軽減され、毎年減少していた貸

出数も昨年度とほぼ同じになったという成果を考え、評価を４とさせ

ていただきました。このようなことを踏まえ、総合評価は３、期待をや

や下回るとさせていただきました。 

教育長 ありがとうございました。 

説明は終わりました。 

教育総務課長 全ての説明が終わってからで、大変申し訳ございません。当初の説明

に漏れがあったものですから、補足させていただきます。 

有効性のところの自己評価の数字が、太い数字になっているところ

があります。例えば、51ページの図書館課の②のところ、そこの３が太

文字になっております。 

これについては、本来のアウトカムの数字からいった場合には、違う

評価になるべきものを、説明・考察等に記載してある内容によりまし

て、点数自体を変更しているところになります。その辺も確認をしてい

ただきながら、評価をしていただければと思います。 

教育長 ありがとうございました。 

コロナの影響を受けたものが大変多いものですから、そこへ配慮と

いうことで変えてあります。 

委員の皆様からの御質問、御意見がありましたらお願いします。どう

でしょうか。 

Ｂ委員 これは意見ですけれども。今、教育長からも発言がありましたけれど

も、コロナで大分影響を受けているというところが、各課のところに表

れていて、先ほど教育総務課長から御説明していただきましたように、

自己評価が太文字でなっているところが幾つかあります。例えば、社会

教育課の31ページですけれども、実際は74％であるけれども、山の家の

緊急事態宣言が発令されたことから、影響をかなり受けたというよう

な記載があるので、よく理解ができたかなというふうに、私は思いまし

た。それから、同様に33ページのところも、これは家庭教育の講演会の

ところの中止があったということですけれども、これもよく理解でき

ましたので、私はこの自己評価でよろしいのではないかなというふう

に思いました。 

あと、同様に人を集めている博物館課、図書館課の説明も、私にはよ

く理解できましたので、それでよろしいのではないかなというふうに

思いました。 
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教育長 ありがとうございました。 

ほかはどうでしょうか。よろしいですか。 

かなり外部評価の人たちとも、お話をした結果を反映させていただ

いていると思うものですから、また、もし何かありましたら、再度面談

があると思いますので、そのときに御意見があったらいいかなという

ことを思います。 

Ｃ委員 基本的な意見は、Ｂ委員と同じで、そういうゆうに進めていただいて

よかったなと思っております。当初の目標という数字は、大体いつ頃出

ますか。 

教育総務課長 これにつきましては、本日、この協議の前の段階で、教育長から提案

がございました教育の方針を受けまして、教育大要というものを年明

けに作成いたします。そこで、その年の目標についての設定をして行い

ます。時期的には、年度変わりになります。 

Ｃ委員 ２月とか、３月ですか。 

教育総務課長 ３月です。 

Ｃ委員 事業によってコロナの影響が出ている事情があって、その中で、それ

を見越してやはり計画・目標を立てられているかと、それを強めに立て

られる課が見受けられるのです。 

ですから、そこら辺のところは、こういう事情ですので、計画をする

ときに、やはり前年度の数字を見ながら、最終的には立てていただけれ

ばと思います。 

皆さん、本当に頑張ってやっていただいているという認識があるの

で、できれば４とかの評価になるように。そこのところを見ていくと、

やっぱり２とか３になってしまうので、やはり立てるというときに、少

しもんでいただいてもいいのかなと思いました。 

教育長 教育長ですが、感想です。これは大変難しい問題です。コロナという

のはまさに初めての事象というのですか、出来事だったものですから、

まさかこのような状況になるとは、誰も思わなかったと思います。そう

いう中で予測するというのは、大変難しかったなということを思いま

す。Ｃ委員の意見は、できるだけコロナの状況を予測して、数値を挙げ

てほしいということだったと思うものですから、各課はそこら辺を、考

えながら進めていただけたらよろしいのではないかと思いました。 

Ｄ委員 感想ですけれども。例えば、社会教育課など７分野ぐらい、７ページ、

８ページ、すごいたくさんの数の報告、評価シートが出ていて、本当に

たくさんのお仕事をやってくださっているのだなと、つくづく感じさ

せていただきました。少ない人数の中で、これだけのお仕事を年間を通

してやるというのは、本当に大変なことなのだろうなと感じています。

ありがとうございます。 

ほかの課の目標値のことですけれども、例えば、博物館課の42ページ
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を見ますと、年度当初の目標と決算見込が同じ数字になっているとこ

ろがたくさんあります。ほかの学校教育課等も、アンケートがまだ出て

こないというようなこともあって、目標値と見込みの数字が同じにな

っているという状態なのですけれども、最終的には、これは、決算見込

は変わってくるのでしょうか。このままいくのでしょうか。 

教育総務課長 基本的には、見込みを含んだ形のものになりますので、９月までの決

算数字と、９月以降については見込みの数字の足しこみという形にな

りますので、現在の記載されている数字が、最後まで生きるというのが

基本になっています。 

ただし、表の横に令和２年度、令和元年度というふうに記載をされて

います。ここの数字については最終的な数字、年度が終わったところで

算出される数字が、変更になって記載させる場合がございます。 

教育長 公表される時期が、完全に年度が終わった状態ではないものですか

ら、どうしても見込みでしか書けないという数字もあります。できるだ

け正しい数字に近づけようと、各課は努力してくれると思うのですが、

過去のものについては、実績を載せられるということなのです。ですか

ら、ちょっと評価の仕方が難しいところがあるのです。終わってから、

評価するのだったらいいのですが、年度途中に評価をしなければなら

ないということが、数字の難しいところだと思います。そこのところは

御理解をいただきたいと思います。 

Ｄ委員 あまりにも同じ数字が並んでいると、少し違和感があるなと正直思

います。 

教育長 最終的に公表する段階で、できるだけ実態に近い数字を入れ込むと

いうことは、努力として必要かもしれませんね。 

よろしいでしょうか、それでは、以上をもって協議事項は終了したい

と思います。この際ですから、追加して協議していただきたいことがあ

りましたら、事務局、教育委員の皆さん、ありましたらお願いしたいと

思いますけれど、いかがでしょうか。よろしいですか。 

 協議事項の集約 

教育長 次回の協議事項の集約を行いたいと思います。事務局から、何か提案

することはありますか。 

教育総務課長 特にございません。 

教育長 各委員から、提案するものはあるでしょうか。 

よろしいでしょうか。もしありましたら、事務局にお伝え願いたいと

思います。 

 報告事項 

教育長 次の報告事項に移りたいと思います。 

令和３年10月分の寄附受納について、教育総務課、お願いします。 

教育総務課長 39ページを御覧ください。10月分の寄附受納について、報告をいたし
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ます。 

まず、一般社団法人谷田川報徳社様から、初倉南小学校と川根小学校

に対して、児童用図書の寄贈がございました。内容につきましては、初

倉南小学校に231冊、50万円分。川根小学校に122冊、30万円分が寄附さ

れております。 

また、ネスレ日本株式会社島田工場から、リサイクル培養土、グリー

ンソイルという品名でございますが、これを市内の小中学校に1,930

袋、金額にしまして、216万1,600円分の寄附がございましたので御報告

いたします。 

教育長 ありがとうございました。 

それでは、令和３年10月分の生徒指導について、学校教育課長、報告

をお願いします。 

学校教育課長 10月の生徒指導月例報告をいたします。 

まず、問題行動です。84件ということで、昨年10月と比べて、33件増

加して大変多く、10月については報告されました。 

２ページ目を御覧いただきたいと思いますが、小学校で27件、中学校

で６件増加ということ。小学校においては、生徒間暴力、授業放棄、授

業妨害等という状態であります。自分では思いどおりにならないこと

への不満からこういった行動に出ているという姿が報告されておりま

す。中学校については、自傷行為、異装、端末を介するトラブルという

のがあります。 

同じ児童生徒が繰り返しているということも一つの特徴です。これ

らの対応については、家庭との連携、そして報告等、理解を得ていきな

がら、解決を図っていくということが必要です。また、学校においては、

チームで、一人で対応するのではなくて組織的に対応することが、一層

求められているところです。 

３ページのワンポイントアドバイスということでありますが、学校

教育課にも、日々こうした問題等については報告をされ、学校と一緒に

考えながら進めているところですが、①にありますように、できるだけ

早く対応するということはもちろんなのですが、保護者にもできるだ

け早く状況を説明し、理解をして、同一歩調で進めていくということ、

これが非常に大事になってくるかなと思います。そのようになってい

ないケースも多々あります。 

２つ目としては、子供が抱えていた不満とか、そうした納得のいかな

い部分というのは放置しておくと、やはりそれが後から問題として大

きくなってくるということが、事例から考えられます。子供に寄り添い

ながら、しっかり子供が納得した形で解決を図っていくということが、

非常に大事になってくるかなと思っております。 

３番としては、客観的な記録ということ、それから、４番としては、
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不登校傾向、子供の状況を把握していくということが大事だと思いま

す。 

４ページに行きます、不登校。これについても、146人ということで

増えてきております。９月と比較をしたところ、小学校が１人増加、中

学校が10人という形になります。解消したものは、小学校が４人、中学

校が５人、再掲が７人、新規が13人ということになります。 

昨年度末の不登校人数を超えてしまっているということで、ここに

ついても引き続き子供たち、保護者への働きかけ、丁寧な聴き取り等が

大事になってくるかと思います。中には、児童生徒に直接話が聞けなく

なってしまうというケースもあります。やはり子供たちなんかのアク

シデントだったり、出来事があったときに、早いうちに子供の思いであ

ったりとか、話を聞ける状態のうちに聴き取りをしながら、少しでも解

決を図っていくことが大事になると思います。また、子供同士のトラブ

ルから、そういった不登校になるケースもありますので、それも同様に

早い対応が、非常に大事になってくるかなということを痛切に感じて

いるところです。 

３番、いじめです。こうしたことが全てに関連してくるわけですが、

いじめにつながる事実が62件、これについては把握という面では増え

てきているというよさもありますが、実際そうした事実も増えてきて

いることになると思います。いじめと認知したものが、41件になりま

す。 

これも同じことになりますが、こうした対応について、先ほどと同じ

ように早期対応が、解決につながるということがあります。また、双方

の考え方、思いというのは一致するばかりではありません。そうしたと

ころについても、両者の納得であったり、歩み寄りであったり、こうし

たことをしっかり聞きながら解決していくということ、それを中途半

端にしておくと、後に遺恨が残るなどして、そこでとまってしまったり

する子供たちがやっぱり出てくる。家庭についても同じだと思います。

こうしたことが非常に大事になってくると思います。 

６ページに移ります。教育相談の件数は、10月が46件、それから特別

支援関係については54件あります。 

交通事故については、４件ということで、これは自転車の事故になっ

ております。 

６番、不審者情報ということで、スーパーにおける不審者情報という

ことで、１点は児童に対する写真撮影があったこと。２つ目は、前にも

お話をしましたが、高校生と見られる人物からの暴力、働きかけがあっ

たということがあります。やはり、110番の家や複数で帰るということ

を引き続いて、年末にもなりますので指導していきたいと思います。 

教育長 ありがとうございました。 
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それでは、続いて、学校給食による異物混入についてお願いします。 

学校給食課長 資料41ページ、それから、本日、机の上に置かせていただきましたカ

ラーの写真のものを、御覧いただきたいと思います。 

学校給食米飯への異物混入について、御報告をさせていただきます。

発生日、場所につきましては、記載のとおりでございます。 

３番の内容でございますが、 ３・４年複式学級教室内で、職員によ

り配膳された米飯の上に、女子児童が異物があることに気がつきまし

た。喫食前であったため、健康被害の報告はございません。なお、この

異物以外には、特に見つかってございません。 

学校給食課で異物を確認したところ、磁石につかないことから、アル

ミ金属片ではないかと判断いたしました。金属の大きさは、長さ約4.5

ミリメートル、幅が約１ミリメートル、厚さ約0.5ミリメートルでござ

います。 

４の調査等の対応でございますが、まず米飯製造事業者において、異

物混入原因について調査した結果、アルミ鋳物炊飯釜の内側上部の角

に生じた傷から落ちたアルミ金属片と判明いたしました。 

即時に混入の特定とアルミ鋳物炊飯釜の点検・修繕を指示しました。

また、11月５日に契約先である公益財団法人静岡県学校給食会と学校

給食課が、米飯製造工場への査察を実施しまして、調査及び指導を行い

ました。 

５番の再発防止策でございます。カラーの写真を御覧いただきたい

と思います。中段の写真の窯の拡大写真のところに、丸印をつけさせて

いただきましたが、この角の４カ所が窯を重ねることで傷が生じると

いうことで、米飯製造事業者は混入日即日にアルミ鋳物炊飯窯の総点

検をいたしまして、傷のあるものについては、グラインダーできれいに

削り落とす修理を実施いたしました。 

今後は、米飯製造事業者はアルミ鋳物炊飯窯の角の目視点検と触手

点検を使用前と使用後に実施して、異物混入の再発防止対策を徹底し

ていくということでございます。 

教育長 ありがとうございました。 

それでは、図書館課長、寄附受納についてお願いします。 

図書館課長 今度は43ページを御覧ください。令和３年IO月分の寄附受納につい

て御報告をいたします。 

図書館課で、９月に補正させていただきましたが、現金として市民の

方から、図書購入費ということで100万円の寄附をいただきました。寄

附者の御都合により、お名前は控えさせていただいております。 

次に、物品として島田ショッピングビル株式会社様より、防犯カメラ

一式が寄贈されました。これは島田図書館の玄関、おび・りあの玄関に

あります、ブックポストで以前盗難等がございました。その関係で防犯
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カメラを寄附していただいたということでございます。 

教育長 ありがとうございました。 

続いて、図書館課長、島田市子ども読書活動推進計画についての説明

をお願いします。 

図書館課長 それでは、44ページと、お手元にございます、島田市子ども読書活動

推進計画（第四次）という冊子を御覧ください。 

これにつきましては、第三次計画が令和３年度までで終わるため、今

年度、令和４年度以降第四次計画の策定をいたしております。この計画

は、令和４年度から５年間ということで、計画が立てられております。 

では、内容の説明をさせていただきます。今回、１ページが省略させ

ていただいておりますが、はじめにということで、教育長にお言葉をい

ただいて、こちらのほう載せていく予定ですので御承知おきください。 

それでは、１ページ目の前の目次を御覧ください。第１章として、第

四次計画の基本的な考え方を、「本に出会い、本を知る」乳幼児期、「本

に親しみ、本を生かす」就学期、「本と生き、本を伝える」成人期を基

本方針として、作成しております。乳幼児期、就学期、成人期と、成長

課題によって、いろいろ活動がされるのですが、成人期からまた子供に

受け継がれるという、できるだけ生涯活動をしていきたいという思い

を込めてつくられております。 

次に、第２章として、第三次計画の取り組みについて、成果や課題を

挙げております。第三次計画で行われた施策の成果や課題について、そ

れぞれの担当課から出され、管理委員会でまとめられ、子ども読書活動

推進委員会で検証しております。 

次に、第３章。第四次計画における施策についてでございます。こち

らは、家庭における子供の読書活動の推進、地域における子供活動の推

進、幼稚園・保育園等及び学校における子供の読書活動の推進、市立図

書館における子供の読書活動の推進、それぞれの施策を立ててござい

ます。第三次計画でもそうでしたが、それぞれの部署が連携をもって、

読書活動推進に関わっていく施策となっております。 

今後の予定ですが、今日ここでお知らせさせていただいたため、今後

12月９日の厚生教育委員会で報告させていただき、１月にパブリック

コメントにかけたいと思っております。 

その後、２月には意見を集約いたしまして、子ども読書推進委員会を

開催し、できれば完成していきたいと思います。完成後、もう一度教育

委員会で付議をさせていただきたいと思っています。できれば、２月の

委員会で承認をいただきたいと考えております。 

では、またこれを見ていただいて、御意見等がございましたら、ぜひ、

図書館課のほうに御意見を伺えればと思います。パブリックコメント

の内容を付して、また推進委員会で内容を検討して完成させていただ
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きたいと思っております。 

教育長 ありがとうございました。 

報告事項が、まだほかにありましたらお願いします。 

 それでは、委員の皆さんからの御質問、御意見等がありましたらお願

いします。 

Ｂ委員 学校教育課に、これは感想なのですけれども。問題行動、それから不

登校の増加というところで、表現の仕方も、２ページなどは危機的な状

況であるというような記載があります。現場の先生はかなり大変な状

況になっているのではないかなと心配をしております。 

４ページの不登校についても、確か10月は前月比10人ですね。大至急

対応をという記載があるのですけれども、ここら辺について、現場の先

生たちの負担が相当多いのではないかという、これはさっきも言った

のですけれども、大丈夫なのでしょうか。聞くところによると、１年生

が授業放棄だったり、あるいは異常な行動をすることによって、先生が

手を取られているという話もちょっと聞いていていたりするのですけ

れども。話せる範囲内で、現場の状況を把握していたらお願いしたいの

ですが。 

学校教育課長 低学年の問題行動などは確かにあります。そういったことについて

は、学校では支援員等と一緒になりながら、きっちり対応しているケー

スもあります。大変な状況にあるというのは、やっぱり事実だと思いま

す。 

それに対して、多くの学校で問題が起きたところで、子供への聴き取

り、指導、あるいは保護者との連携というところで、対応し問題解決に

よって問題を最小限にしていくという取り組みをしていただいている

ところです。全てがうまくいくわけではなくて、非常にこじれてしまう

内容も、もちろんあります。そこが一番学校としては、大変な状況であ

り、疲労感も当然出てくるかと思います。そこをなるべく少なくしてい

くということが大事になります。 

これは感想にありますが、増えてきたのも、一つはいろんな状況が絡

み合っている、例えば、今回のコロナによって、子供たちの内面的なと

ころでの不安であったりとかというのは、少なからずあるのではない

かと思います。ただ、いろんな状況の中でもたくましく生きていく子供

も多くいるという状況にはあります。学校状況を全て把握はできない

のですけれども、なるべく学校と一緒に取り組んでいきたいなと思い

ます。 

もう一点は、こうしたＩＣＴ関係やスマホ関係でのトラブルが低年

齢化といいますか、中学生だけじゃない、小学生もそうしたものを所持

し、そこから起きてくるトラブルもありました。社会的な状況も非常に

あると最近感じているところです。 
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教育長 教育長ですが、いいですか。先生方が一番負担を感じるのは、一人で

対応しているときの精神的なストレスがダメージとして大きいのでは

ないかなと思います。そういう意味で、今、学校教育課長が話をしたよ

うに、組織で対応するということが、自分は一人ではないというサポー

ト体制が、教師にとっては救いになっているのではないかと思います。

その体制がないと、精神的に病んでしまう先生も出てくると思うもの

ですから、そういう意味では、今のところ精神的な理由でお休みになっ

ている先生もほとんどいないという状況というのは、学校・組織で対応

しているという表れじゃないかなということは思っています。 

ほかに、何か御質問等がありましたらお願いします。 

Ｄ委員 感想ですけれども、本当にすごく大変な状況になっているなという

のを感じます。 

ここに書いてくださっている５ページの下のところに、二重枠で囲

ってある下から２行目のところに、さらに、保護者には、被害児童生徒

が報告する前に状況を伝えたい。できれば児童生徒を引き渡しつつ説

明したいという、そのお話が書いてありますが、本当に子供を通じて後

手に回ると、子供がやっぱり自分の判断で物事を伝える、親は自分の子

供がかわいいので、自分の子供のプラス面だけを受け取って、話を聞き

取るということがあるので、子供の口から通すだけではなくて、その前

に、教師が的確なお話を、保護者に伝えていくというのは、すごく重要

になるかなというのを感じます。主観的な事実と客観的な事実と、そこ

の見極めを先生方がちゃんと取っていくということが大事だなという

ふうに思いました。 

すごく元気のあるお子さんをお持ちのお母さんのつぶやきの中に、

また、学校から連絡があって、またいたずらしちゃったと言われちゃっ

たと、それが何回も続いているのだよという、お母さんの愚痴を聞いた

ことがあるのですけれども。事実を伝えてくださるのは、すごくうれし

いのだけれども、いつもマイナスの面だけの報告を受けていると、親に

とってみるとすごく心苦しいものもあるというのも事実だと思います

ので、いい面があったときにも、たくさんいい様子を伝えていただける

とありがたいなと思います。先生方の負担をかけることばかりで、本当

に申し訳ないなと思うのですけれど、親にしてみると自分の子供はか

わいくて、プラスの面しか見られないので、そういうところも認めつつ

いろいろの御指導もしてくださればありがたいなと思います。 

学校教育課長 全くそのとおりだなと思います。本当に教職員と保護者との信頼関

係をつくっていくということが、例えば家庭訪問であったり、教育面談

であったりとか、何もないときの状況でどれだけつくれるかというこ

とが、すごく大事であると思います。そういう中で、子供のよさや個々

の特徴を共有しておくということが、後に訴えないといけない事実や
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解決しなければいけない問題が起きたときに、協力をしながら、理解を

得ながら解決していけると思っているところで、そういったことは、こ

れからすごく大事になってくるなと思います。ありがとうございます。 

教育長 ほかに、どうでしょうか。よろしいですか。 

以上にしたいと思います。ありがとうございました。 

それでは、その他に移りたいと思います。会議日程ですが、次回、次々

回の会議日程について、提案を教育総務課長、お願いします。 

教育総務課長 それでは、表紙の次の日程のページを御覧ください。10、その他のと

ころです。 

次回につきましては、令和３年第12回となります。日時が、令和３年

12月23日木曜日、午後２時から午後４時まで、会場はプラザおおるり第

３多目的室を予定しております 

次々回につきましては、年が変わりまして、令和４年第１回となりま

す。令和４年１月28日の金曜日、午後２時から午後４時まで、会場はプ

ラザおおるり１階の第１多目的室を予定しておりますが、いかがでし

ょうか。 

教育長 よろしいでしょうか。また、予定を入れておいてください。 

それでは、以上をもちまして、令和３年11月の定例会を終了したいと

思います。ありがとうございました。 

  

 閉  会    午後４時27分 

  


